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専決処分とは…�地方自治法の定めにより、緊急時で議会を招集する時間が無い場合など、町長が予算や条例など、議会に諮らずに決定し処理す
ることができ、処分後に議会の承認を得るもの。

条 例 改 正
３件

補 正 予 算
１件

物件供給契約
２件

工事請負契約
４件

６月
定例会

6月14日から
25日まで

会期

専 決 処 分
２件

承認

人 事 案 件
４件

同意

条 例 制 定
（整備条例）
１件

可決（11件）

専 決 処 分
１. 箱根町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
　※�　消費税率引上げに合わせ、所得の少ない被保険者に対する軽減措置
２. 平成３０年度箱根町一般会計補正予算（専決第３号）について
　※�　路面凍結防止剤散布のため、1,478万円を追加

条例制定（整備条例）
１. �地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整備に関する条例の制定について

条 例 改 正
１. 箱根町町税条例等の一部を改正する条例の制定について
２. �箱根町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
３. 箱根町火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
　※�　不特定多数の者が利用する防火対象物において、スプリンクラーなどが設
置されてない建物について利用者に公表する

人 事 案 件
○固定資産評価審査委員会委員の選任について
　�小嶋　章司さん　　塩川　嘉昭さん
○人権擁護委員候補者の推薦について
　�鈴木　美貴さん　　勝俣　亘さん

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

補 正 予 算
令和元年度箱根町一般会計補正予算 （第１号） ※質疑の抜粋は隣のページに掲載

補正額 1億3,208万円追加⇒補正後の総額　105億4,708万円
①プレミアム付商品券事業　　7,309万7,000円
②信用保証料補助事業　　　　240万円
③経営安定緊急融資事業　　　3,405万円

②③�大涌谷周辺の火山活動の活発化を受け、町内中小企業者に対して緊急融資を行
うための預託金と融資に伴う信用保証料補助、利子補給などを行うためです。

物件供給契約
１.�①小型動力ポンプ付き積載車（第2分団第4部及び第5分団第2部）、②畠山ポ
ンプ製作所、③2,736万8,000円

２.�①消防ポンプ自動車（第9分団）、②モリタ東京営業部、③2,492万6,000円

①工事名、②落札業者、③契約金額

工事請負契約
１.①金時公園トイレ建替工事、②共栄建設、③5,885万円
２.�①清掃第1施設プラント施設補修工事、②神鋼環境ソリューション東京支
社、③5,940万円

３.�①箱根中学校屋内外運動場等大規模改修工事、②勝俣組・上野工務店共同企
業体、③6億7,980万円

　※　体育館と運動場の改修を行います。
４.①湯本分署建設工事、②勝俣工務店・三和建設共同企業体、③5億3,350万円
　※　役場本庁舎下への移転に伴う建て替え工事です。

①工事名、②落札業者、③契約金額

主な内容
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一般会計補正予算（第１号）で行われた質疑

※2　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に参加しません。

議員別議案賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

山
田
和
江

勝
俣
公
好

勝
俣
泰
彦

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

小
川
鶴
雄

村
野
由
紀
子

川
端
祥
介

山
田
成
宣

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

石
川
　
栄

折
橋
尚
道

沖
津
弘
幸

27 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例の制定について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ー28 箱根町町税条例等の一部を改正する条例の制定について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

31 令和元年度箱根町一般会計補正予算（第1号） 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（秋季販売予定のプレミアム付商品券と大涌谷噴火警戒レベル2引き上げに関する経済対策）

Q：�商品券購入には購入対象者に決まりがあるのか。
A：�非課税世帯と2016年４月２日から2019年９月30日

までに生まれた子どもを持つ世帯が対象となる。
Q：�プレミアム付商品券の利用できるところは。
A：�町内に店舗を有する事業所に声をかけている。
Q：�町内に大型スーパーがないなど、既存の店舗で必

要なものが購入できないのでは。
A：�町内の事業所を使っていただくことで、経済効果

も考慮した。コンビニエンスストアなどにも登録
していただけるよう働きかけたい。

Q：�経営安定緊急融資事業対象者の利用件数の上限は。
A：�安定緊急融資の部分は５０件、信用保証料の部分は、

当初予算の倍と４年前の実績に見合った数字を計上
した。

Q：�利率を以前より借りやすい利率にしていくべきでは。
A：�銀行と調整をしている段階であり、４年前は１．６％

であり、前回よりは若干低い利率を考えている。
Q：�融資を受けるための申請方法は。
A：�町指定金融機関窓口に行って相談するか、町観光課

に問い合わせていただきたい。

プレミアム付商品券

緊急経済対策



議会だより 　はこね

4

第197号 令和元年8月

問

質

般

一町
の
考
え
方
を
問
う
！

箱根町と南足柄市を結ぶ道路における路線バスの運行を
町 ― 地域の意見や、関係機関と研究調査し検討する

　質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。原稿については質問議員が作成して
います。
　なお、掲載にあたっては紙面の都合上、質問内容、回答共に、抜粋したものとなっ
ておりますので、ご了承ください。

質問者 質問項目 ページ

勝俣　公好
・�箱根町と南足柄市を結ぶ道路について
・�箱根町と南足柄市を結ぶ道路における路線バスの運行に

ついて
４

石川　　栄 ・�ごみ処理広域化の検討状況について
・�箱根町自殺対策計画の今後の進め方について ５

折橋　尚道 ・�2019～2022年度箱根町教育方針について

村野由紀子 ・�終活について
・�がん患者の支援について

６
遠藤　秀則 ・�防災における外国人への対応について

・�児童公園等子どもの遊べる場所における遊具について

川端　祥介 ・�大涌谷警戒レベル2の対応等について
・�箱根町消防職員の逮捕について ７

勝俣　剛一 ・�固定資産税について
稲葉親太郎 ・�人口減少並びに定住化対策について

８
山田　和江

・�大涌谷周辺の火山活動について
・�交通問題改善について
・�温水プールの10月から6ヶ月間の閉鎖について

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

し
て
も
考
え
る
。
し
か
し
、
大
型

自
動
車
が
通
行
は
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
路
線
バ
ス
の
通
行
が
可

能
か
ど
う
か
、
バ
ス
事
業
者
等
関

係
機
関
と
検
討
す
る
。
ま
た
地
域

の
意
見
等
を
伺
い
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整

備
な
ど
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す

る
。

　
路
線
バ
ス
の
運
行
に
よ
り

観
光
客
の
回
遊
往
来
が
深
ま

れ
ば
、
両
市
町
の
振
興
に
な
る
。

南
足
柄
市
周
辺
に
高
校
が
あ
り
、

通
学
時
間
が
短
縮
で
き
る
。
両
市

町
か
ら
通
勤
し
て
い
る
方
が
お
り
、

バ
ス
通
勤
が
で
き
る
。
松
田
町
に

県
立
足
柄
上
病
院
が
あ
り
、
車
の

運
転
が
出
来
な
い
方
が
バ
ス
利
用

し
、
足
柄
上
病
院
で
診
察
し
て
も

ら
え
ば
、
診
察
券
が
あ
る
こ
と
で

救
急
車
利
用
の
時
、
受
け
入
れ
て

も
ら
う
可
能
性
が
高
く
な
り
、
救

命
に
役
立
つ
。
仙
石
原
に
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
建
設
予
定
で
す
が
、

こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
南
箱
バ
ス
が

入
る
こ
と
で
仙
石
原
が
振
興
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
南
箱
道
路
に

路
線
バ
ス
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
は
。

町
長　
本
路
線
に
路
線
バ
ス

が
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
観
光
客
の
回
遊
性
が
よ
り
向

上
し
、
県
西
地
域
の
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
と
も
に
、
町
民
の
通
勤
、

通
学
や
病
院
の
受
診
等
に
お
け
る

生
活
の
利
便
性
が
高
ま
る
と
町
と

ＱＡ

勝
俣　

公
好 

議
員

南箱道路を視察
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2019～2022年度箱根町教育方針の目指すところは
町 ― 教育の基盤は継続し社会状況に応じた施策を展開する

ごみ処理広域化の検討状況は
町 ― 令和６年度を目途にごみ処理広域化を進めていく

動
す
る
な
ど
は
、
柔
軟
に
で
き
る

と
思
う
が
。

教
育
長　
教
科
担
任
制
は
児

童
が
複
数
の
先
生
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
、
教
員
に
と
っ
て

は
、
異
な
る
視
点
で
児
童
を
見
取

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
年
間
に
わ

た
り
担
当
す
る
方
法
や
教
科
単
元

を
担
当
す
る
方
法
等
、
工
夫
し
な

が
ら
研
究
を
始
め
た
。
こ
の
こ
と

は
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
も
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
。
一
貫
教
育

は
、
幼
・
保
で
中
学
校
か
ら
の
体

育
教
員
に
よ
り
専
門
的
な
指
導
を

行
い
、
中
学
校
教
員
が
小
学
校
を

兼
務
し
て
、
音
楽
の
授
業
を
実
施

し
た
。
学
校
間
同
士
で
教
員
の
交

流
が
あ
る
な
ど
着
実
に
効
果
を
上

げ
て
い
る
。

分
場
は
現
時
点
で
約
７
年
使
用
可

能
な
た
め
、
下
郡
の
可
燃
ご
み
共

同
処
理
開
始
に
あ
わ
せ
湯
河
原
町

真
鶴
町
衛
生
組
合
最
終
処
分
場
を

利
用
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

　
町
と
し
て
の
ご
み
処
理
広

域
化
に
伴
う
施
設
整
備
に
関

す
る
考
え
方
は
。

町
長　
昨
年
度
広
域
化
施
設

整
備
等
基
本
調
査
を
実
施
し

て
可
燃
ご
み
を
湯
河
原
町
真
鶴
町

衛
生
組
合
焼
却
施
設
に
持
ち
込
む

た
め
の
方
法
に
つ
い
て
調
査
し
た

結
果
、
既
存
施
設
を
活
用
し
て
中

継
施
設
整
備
し
、
焼
却
炉
・
煙
突

は
解
体
し
、
撤
去
後
の
ス
ペ
ー
ス

は
ご
み
減
量
化
を
図
る
た
め
の
剪

定
枝
資
源
化
設
備
に
改
良
を
検
討

す
る
。

　
改
正
教
育
基
本
法
施
行
か

ら
教
育
内
容
の
変
化
と
箱
根

町
教
育
方
針
の
教
育
的
使
命
と
は

何
か
。教

育
長　
道
徳
が
教
科
化
さ

れ
、
小
学
校
で
は
英
語
が
教

科
化
さ
れ
た
こ
と
。
大
学
受
験
の

英
語
で
民
間
試
験
の
導
入
が
検
討

さ
れ
、
高
校
・
大
学
等
の
受
験
で

記
述
式
の
問
題
が
大
幅
に
増
え
る

こ
と
。
教
育
目
的
は
「
人
格
の
完

成
」
で
あ
り
、
町
の
教
育
振
興
計

画
で
は
、
『
先
人
か
ら
の
文
化
・

伝
統
・
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
未
来

に
大
き
な
理
想
と
明
る
い
希
望
を

持
っ
て
、
健
康
で
豊
か
な
生
活
を

目
指
し
、
箱
根
の
郷
土
を
愛
し
、

貢
献
で
き
る
人
』
を
育
て
る
こ
と

を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

　
児
童
に
と
っ
て
の
教
科
担

任
制
は
専
門
教
科
の
学
習
意

欲
を
促
す
効
果
に
期
待
す
る
と
共

に
、
教
職
員
の
働
き
方
に
も
影
響

す
る
。
箱
根
は
独
自
に
幼
・
少
・

中
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

学
校
間
で
専
門
教
員
を
他
校
へ
移

　
下
郡
の
ご
み
処
理
広
域
化

に
向
け
た
検
討
状
況
は
。

町
長　

下
郡
の
可
燃
ご
み

（
生
ご
み
等
）
処
理
に
つ
い

て
は
、
湯
河
原
町
真
鶴
町
衛
生
組

合
焼
却
施
設
の
改
良
工
事
や
24
時

間
運
転
へ
の
変
更
に
よ
り
処
理
能

力
の
向
上
を
図
り
、
町
の
焼
却
施

設
は
廃
止
し
中
継
施
設
に
改
修
し

て
共
同
処
理
を
行
う
こ
と
で
合
意

形
成
が
さ
れ
た
も
の
で
、
令
和
６

年
度
開
始
を
目
標
に
検
討
し
て
い

る
。　

湯
河
原
町
真
鶴
町
衛
生
組

合
が
再
生
工
事
を
進
め
て
い

る
焼
却
灰
を
埋
め
立
て
る
最
終
処

分
場
へ
の
町
の
関
わ
り
方
は
。

町
長　
湯
河
原
町
真
鶴
町
衛

生
組
合
の
最
終
処
分
場
は
、

地
下
水
に
含
ま
れ
る
カ
ド
ミ
ウ
ム

が
環
境
基
準
を
超
え
て
い
た
こ
と

か
ら
埋
め
立
て
ら
れ
た
廃
棄
物
を

全
量
撤
去
し
、
ご
み
処
理
広
域
化

に
必
要
な
施
設
と
し
て
国
の
交
付

金
を
活
用
し
再
生
工
事
を
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
は
保
有
す
る
最
終
処

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

折
橋　

尚
道 

議
員

石
川　

栄 

議
員

新しく建設された湯河原町真鶴町
衛生組合の最終処分場

中学校の先生、かっこいい ！！
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終活支援を！
町 ― エンディングノートなど先進事例を参考に検討する！

児童公園等子どもの遊べる場所における遊具は
町 ― 遊具等安全対策を行い、利用状況等勘案、優先度の高い公園・広場から徐々に遊具等設置を進める

※　宮川子どもの遊び場は宮城野の諏訪神社付近にあります。

　
視
察
し
た
綾
瀬
市
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
人
生
い

き
い
き
手
帳
」
は
、
自
分
、
家
族

の
こ
と
、
も
し
も
の
と
き
な
ど
記

入
で
き
る
。
群
馬
県
渋
川
市
で
は
、

元
気
に
過
ご
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

も
盛
り
込
み
、
年
齢
制
限
な
く
、

希
望
者
全
員
に
配
っ
て
い
る
。
い

ろ
い
ろ
な
事
例
を
参
考
に
検
討
し

推
進
し
て
ほ
し
い
。

福
祉
課
長　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
よ
う
な
冊
子
に
つ

い
て
は
、
他
市
町
村
の
先
進
事
例

な
ど
を
参
考
に
検
討
す
る
。

は
、
今
年
度
は
仙
石
原
公
園
に
複

合
遊
具
、
上
河
原
公
園
に
ブ
ラ
ン

コ
を
、
元
箱
根
に
鉄
棒
を
設
置
予

定
。　

遊
ば
せ
楽
し
む
場
所
が
な

い
の
は
何
が
原
因
と
考
え
る

か
。

都
市
整
備
課
長　
安
全
を
第

一
に
撤
去
等
、
安
全
対
策
を

速
や
か
に
と
っ
て
い
る
。
遊
具
等
、

撤
去
や
設
置
に
関
し
て
周
知
が
十

分
で
な
か
っ
た
。
今
後
周
知
方
法

も
改
め
て
検
討
す
る
。

　
宮※

川
子
ど
も
の
遊
び
場
な

ど
現
在
設
置
さ
れ
て
い
な
い

公
園
の
今
後
の
方
針
は
。

環
境
整
備
部
長　
今
後
は
、

利
用
の
少
な
い
公
園
・
広
場

は
必
要
に
応
じ
、
位
置
づ
け
の
変

更
、
廃
止
を
含
め
検
討
す
る
。

　
誰
に
ど
の
よ
う
に
自
分
の

最
期
を
託
し
て
い
く
の
か
。

亡
く
な
っ
た
後
、
遺
品
な
ど
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
か
。
一
人
暮
ら
し

の
方
や
身
寄
り
の
な
い
方
、
身
内

と
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
方
、
ま
た

経
済
的
に
余
裕
の
な
い
高
齢
者
の

中
に
は
自
身
の
葬
儀
や
亡
く
な
っ

た
後
の
不
安
を
持
っ
て
い
る
方
が

多
い
。

　
「
終
活
」
と
は
、
自
ら
の
人
生

の
終
わ
り
に
向
け
た
活
動
の
略
語

で
す
。
自
分
が
亡
く
な
っ
た
後
の

不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
終
活
支
援
が
必
要
。

生
前
に
終
活
に
関
す
る
情
報
を
届

け
出
て
も
ら
い
、
死
後
に
役
立
て

る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
、

将
来
へ
の
不
安
を
軽
減
で
き
る
と

思
う
が
、
町
の
見
解
は
。

町
長　
高
齢
者
が
ど
の
よ
う

に
終
え
ん
を
迎
え
る
か
、
親

族
へ
の
伝
言
や
遺
言
、
ど
の
よ
う

な
葬
儀
を
希
望
し
て
い
る
か
な
ど
、

安
心
し
て
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
対

応
は
素
晴
ら
し
い
。
調
査
・
研
究

し
、
検
討
す
る
。

　

児
童
の
い
る
保
護
者
の

方
々
か
ら
、
公
園
・
遊
び
場

が
な
く
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
を

遊
ば
せ
る
場
所
が
な
い
。
滑
り
台
、

ブ
ラ
ン
コ
等
、
設
置
の
要
望
が
あ

る
が
、
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
整
備
を
行
う
か
。

町
長　
子
ど
も
達
が
安
心
し

て
遊
べ
る
場
所
と
し
て
一
番

に
考
え
ら
れ
る
身
近
な
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
公
園
や

広
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
重
要
と

考
え
、
安
全
対
策
を
行
い
、
優
先

度
の
高
い
所
か
ら
徐
々
に
設
置
。

　
町
の
管
理
す
る
公
園
、
広

場
の
数
は
。

町
長　
都
市
公
園
法
に
基
づ

く
公
園
・
緑
地
12
箇
所
、
そ

の
他
公
園
15
箇
所
、
計
27
箇
所
あ

る
。　

直
近
の
遊
具
の
撤
去
・
設

置
状
況
は
。

都
市
整
備
課
長　

撤
去
を

行
っ
た
公
園
は
山
崎
、
上
河

原
、
向
山
、
小
田
原
町ち

ょ
う

、
仙
石
原

公
園
の
5
箇
所
。
設
置
に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＡＡＡ

ＡＡ

村
野
由
紀
子 

議
員

遠
藤　

秀
則 

議
員
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レベル引き上げによる事業者支援・ジオミュージアム
の現状・町職員の不祥事の再発防止対策

固定資産税　最近の地価公示価格の動向は
町 ― 町内においては、まだ大半の地域で下落傾向

関
す
る
展
示
等
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。

３
．
消
防
職
員
の
逮
捕
に
つ
い
て

　
消
防
職
員
が
同
僚
に
暴
力

を
振
る
い
、
警
察
に
逮
捕
さ

れ
た
事
件
に
つ
い
て
住
民
は
あ
き

れ
か
え
っ
て
い
る
。
よ
り
一
層
の

綱
紀
粛
正
と
、
再
発
防
止
を
強
化

す
べ
き
で
あ
る
。

消
防
長　
町
長
の
訓
示
を
う

け
、
今
後
消
防
と
し
て
不
祥

事
を
再
発
さ
せ
な
い
よ
う
綱
紀
を

引
き
締
め
再
発
防
止
を
徹
底
し
て

い
く
。

　
平
成
30
年
は
固
定
資
産
評

価
替
え
の
年
、
土
地
下
落
傾

向
が
町
財
政
に
ど
の
よ
う
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
の
か
。

町
長　
固
定
資
産
税
の
う
ち
、

大
半
の
地
域
で
下
落
傾
向
に

あ
り
、
税
額
の
減
少
は
続
い
て
い

る
。
し
か
し
、
新
築
家
屋
や
償
却

資
産
の
伸
び
に
支
え
ら
れ
、
超
過

課
税
の
継
続
に
よ
り
、
令
和
元
年

は
前
年
比
１
億
４
千
万
円
の
増
を

見
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

多
く
は
宿
泊
施
設
等
の
新
築
が
中

心
で
あ
り
、
一
般
家
屋
の
更
新
は

進
ま
ず
、
好
景
気
に
よ
る
一
時
的

な
増
収
に
と
ど
ま
る
可
能
性
も
あ

り
、
推
移
を
見
守
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

１
．
大
涌
谷
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

引
き
上
げ
に
よ
る
税
の
減
免
を
検

討
せ
よ

　
本
年
５
月
19
日
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
、
大
涌
谷
の
警

戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
に
よ
る
、
事

業
者
に
対
す
る
固
定
資
産
税
減
免

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長　
今
後
も
警
戒
レ
ベ
ル

が
引
き
続
き
高
い
よ
う
で
あ

れ
ば
、
町
と
し
て
固
定
資
産
税
の

減
免
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
．
大
涌
谷
の
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
休
館
し
て
い
る
が
、
職
員
と

事
業
活
動
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
の
か

　
現
在
大
涌
谷
に
あ
る
、
町

経
営
の
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
休
館
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

職
員
の
配
置
と
事
業
活
動
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

観
光
課
長　
事
業
活
動
は
、

引
き
続
き
区
域
外
の
、
箱
根

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
、
森
の
ふ

れ
あ
い
館
な
ど
で
、
火
山
活
動
に

　
町
内
の
最
近
の
地
価
公
示

価
格
の
動
向
は
。

町
長　
国
・
県
が
行
う
地
価

調
査
地
は
町
内
で
12
箇
所
。

地
域
ご
と
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

左
記
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
町
全

体
の
傾
向
と
し
て
は
、
商
業
地
の

一
部
で
上
昇
、
住
宅
地
で
は
下
落

傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
。

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

ＡＡ

Ａ最近の地価の動向
　  地域

地区  　
湯　本 温　泉 宮城野 仙石原 箱　根

住　宅 a a a a a

商　業 a a a a a
別　荘 － a a a a

※ a：上昇　a：横ばい　a ：下落傾向　－：対象なし

川
端　

祥
介 

議
員

勝
俣　

剛
一 

議
員
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人口減少並びに定住化対策
町 ― 粘り強く事業推進をしていく必要がある

立ち入り規制が繰り返されることになれば救済措置が必要だ
町 ― 当該住民や事業者の保護の支援策等について国や県などに整備充実を求めていく

町
長　
人
口
減
少
が
進
ん
だ

場
合
の
具
体
的
な
影
響
の
１

つ
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機

能
低
下
が
挙
げ
ら
れ
、
町
内
会
や

自
治
会
、
消
防
団
と
い
っ
た
住
民

組
織
の
担
い
手
が
不
足
し
、
共
助

機
能
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
防
災
力
の
低
下
も
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
若
年
層
の
減

少
は
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化

の
継
承
に
も
影
響
を
与
え
、
地
域

の
伝
統
行
事
な
ど
が
続
け
ら
れ
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
人
口
減

が
全
て
の
原
因
で
は
な
く
、
多
様

な
考
え
方
時
代
の
変
遷
、
町
外
か

ら
の
通
勤
者
が
多
く
、
近
接
職
住

と
い
っ
た
こ
と
が
少
な
い
本
町
の

特
徴
な
ど
も
影
響
し
て
い
る
部
分

も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

　

県
や
町
も
緊
急
融
資
を

準
備
し
て
い
る
が
、
前
回

借
り
て
返
済
が
未
納
の
方
も
い
る
。

利
率
を
低
く
し
て
借
り
や
す
く
す

る
こ
と
や
税
金
の
滞
納
だ
と
借
り

ら
れ
ず
、
消
費
税
の
分
納
だ
け
で

も
条
件
に
抵
触
す
る
。
町
は
こ
の

条
件
を
外
す
考
え
は
あ
る
か
。

観
光
課
長　
こ
の
財
源
は
町

民
か
ら
の
貴
重
な
税
財
源
で

あ
る
の
で
町
税
を
滞
納
し
て
い
る

と
い
う
の
は
や
は
り
お
金
を
借
り

る
上
で
最
低
限
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
条
件
だ
。

　

さ
く
ら
館
の
温
水
プ
ー

ル
が
天
井
板
の
改
修
工
事

で
10
月
か
ら
6
ヶ
月
間
閉
鎖
さ
れ

る
が
代
替
施
設
の
確
保
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。

町
長　
民
間
や
町
外
の
施
設

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
若
者
定
住
の
促
進
に
つ
い

て
町
を
挙
げ
て
組
織
横
断
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の

経
過
は
。

町
長　
若
者
定
住
の
施
策
に

「
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

援
」
「
子
育
て
し
や
す
い
住
環

境
」
「
園
・
小
・
中
学
校
分
離
型

一
貫
教
育
の
推
進
」
等
、
子
育
て

や
教
育
な
ど
を
側
面
か
ら
行
っ
て

い
る
。
直
接
的
な
定
住
化
対
策
は

「
住
み
た
い
ま
ち
箱
根
推
進
事

業
」
の
な
か
で
か
ね
て
よ
り
実
施

し
て
き
た
住
宅
資
金
の
利
子
補
給

制
度
や
融
資
保
証
料
補
助
制
度
に

加
え
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
第
２

子
以
降
の
出
産
に
対
す
る
「
箱

根
っ
こ
祝
い
金
」、
若
者
世
帯
を

対
象
と
し
た
住
宅
取
得
補
助
、
新

婚
世
帯
や
転
入
す
る
若
者
を
対
象

と
し
た
民
間
賃
貸
住
宅
補
助
な
ど

を
実
施
し
た
。

　
自
治
会
組
織
や
各
種
団
体
、

各
事
業
所
等
に
お
い
て
人
口

減
少
が
起
因
し
て
い
る
弊
害
は
あ

る
の
か
。

　
5
月
19
日
、
箱
根
火
山
の

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
2
に
引
き

上
げ
ら
れ
現
在
大
涌
谷
へ
は
立
ち

入
り
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
規
制

解
除
へ
の
今
後
の
見
通
し
と
観
光

へ
の
影
響
は
。

町
長　
気
象
庁
は
少
な
く
と

も
今
後
1
ヶ
月
は
同
レ
ベ
ル

が
続
く
と
の
見
通
し
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
が
レ
ベ
ル
引
き
下
げ
の

時
期
を
見
通
す
の
は
現
段
階
で
は

厳
し
い
。
箱
根
観
光
経
済
へ
の
影

響
は
限
定
的
な
も
の
に
止
ま
る
と

捉
え
て
い
る
。

　
園
地
の
事
業
者
や
観
光
事

業
者
も
立
ち
入
り
規
制
に

よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

立
ち
入
り
規
制
が
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
何
ら
か
の
救
済
措

置
が
必
要
だ
。

企
画
観
光
部
長　
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
度
々
起
こ
る
と
い

う
こ
と
は
大
変
事
業
者
に
と
っ
て

も
リ
ス
ク
だ
。
町
と
し
て
も
機
会

を
捉
え
、
当
該
住
民
や
事
業
者
の

保
護
支
援
策
等
に
つ
い
て
国
県
等

に
整
備
充
実
を
求
め
て
い
く
。

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

稲
葉
親
太
郎 

議
員

山
田　

和
江 

議
員
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今年もありがとうございました。
頂いたご意見等は、今後の議会活動に役立てていきます。

［５月31日　仙石原文化センター１１名、６月３日　山崎集会所３２名］

報告会の当日の状況

［平成３０年度町の取組について・令和元年度予算について・行財政改革について］

テ ー マ

今回の議会報告会で出された主な意見は次の通りです。
・人口減少が進む中、自治会に加入しない住民の照明会費及び消防後援会費等の公平性について。
・人口減少と少子高齢化が止まらないが議会として対策を講じているのか。
・３小学校の統廃合。
・行政の説明と同じ、議会としてのチェック機能、役割を聞かせて頂きたい。

会場での主な意見

・議会議員の皆様に期待しております。行政への提言を積極的に行ってもらいたい。
・もっと案内を出して出席者が欲しい。　　　・夕食時に９時までは長い。
・行政改革の取組は参考にさせて頂きたいと思います。町民の皆さんの意見も建設的で良かった。
・�このような機会があれば、町民の町政に対する関心が高まると思います。今後とも宜しくお願
いします。
・�せっかく議会を身近に感じられる機会なのに、質問に対して不満気な表情を顔に出している方
がいたのが残念でした。住民が質問しているのにそんな態度ならば、やらない方が良い。
・�議会報告会だから仕方ありませんが、町民の発言者が限られ少ない。町民の声を聞く会、時間
を取ってほしい。説明が長すぎる。答弁も長すぎる。
・大変ご苦労様でした。素晴らしい報告会でした。更に続けて下さるよう希望致します。
・固定資産税に頼らないように、また考えて下さい。箱根は固定資産税が高いと言われています。

アンケート自由記入欄の意見

盛況!! 議会報告会
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　今年度より新規のモニターさんに変わりました。たくさんのご意見を頂戴しましたがすべて掲載できませ
んので特徴的なご意見を掲載いたしました。

【表紙の写真】
　☆箱根の魅力で表紙を飾ることは、読みたい意欲を誘う。写真の場所が記載されているとよい

【予算関連記事】
　☆もう少し詳しく、わかりやすい表記の方法、担当部署名などがあれば問い合わせをしやすいのでは
　☆文字が多すぎて読みづらい印象、質問者の顔写真を入れるなど工夫してみては

【定例会議案結果報告等】
　☆議員の賛成・反対の理由が知りたい

【一般質問】
　☆答弁者は町長なのか、それとも担当職員なのか記載があると良い

【全体として】
　☆活字ばかりでは読む意欲がなくなるので、文字を少なく読みたくなる工夫は必要
　☆読みにくい漢字は、フリガナを記載してほしい

　モニターの皆様から頂いたご意見を参考に、これからも読みやすく興味の持てる紙面つくりに取り組んで
いきます。� 広報広聴委員会一同

No.196議会だより（令和元年５月発行）モニターさんからのご意見

　箱根町議会基本条例17条に、議員は町民全体の
代表者としてその倫理性を常に自覚し、自己の地
位に基づく影響力を不正に行使することによって、
町民の疑惑を招くことのないように行動しなけれ
ばならないと規定しています。
　基本的事項を定めることにより、政治倫理の意
識の向上を及び確立に努め、民主的な町政の発展
に寄与することを目的に策定しました。
　1,447議会が参加した早稲田大学マニフェスト
研究所の議会改革度調査2018では、ランキングが
前年より８ランク上がり、全国16位となりました。
　これからも、全委員で積極的に調査研究を進め
任期を全うできるよう、議会改革の推進に努めて
参ります。
� 委員長　村野　由紀子

議会改革等推進特別委員会　報 告

箱根町議会議員政治倫理規程策定！！
この規程は、議員が自らの襟を正し、町民からの疑念を抱かれぬよう、
議員活動を行う際に遵守すべき政治倫理について具体的に定めました。

５月17日　議会改革の視察をする福島県鏡石町議会
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　６月７日、25日に今後の取り組みについて協議を行い、介護施設の視察や通学路の安全対策、社会福祉協
議会の活動等について意見が出ました。７月５日、福祉課より介護の現状と社会福祉協議会について説明を
受ける等、勉強会を開催しました。今後は、８月７日に社会福祉協議会、箱根リハビリテーション病院、あ
こもけあ箱根を視察する予定です。箱根町の介護の現状や課題など調査しながら、今後の活動に役立ててい
きたいと思っています。
　７月18日、箱根町文化・スポーツ財団と意見交換会を開催しました。テーマは平成30年度事業の実施状況
について、今後の事業の展望について等です。新理事長も迎え、体験事業活動などについて有意義な意見交

換をすることができました。また同日、総合
保健福祉センター整備事業の吊天井改修工事
の視察も行いました。この工事に伴い、６ヶ
月間プールが休業となります。プールとは違
い水中運動ではありませんが、仙石原公園に
はバランスよく運動ができる健康遊具があり
ます。心と体のリフレッシュと健康づくりの
ため、この機会にぜひ利用していただければ
と思います。

� 委員長　遠藤　秀則

教育福祉環境常任委員会　報 告

　５月２９日に１点目を大涌谷の現状と対応について、２点目を消防職員の不祥事について会議を開催しまし
た。５月１９日に大涌谷の噴火警戒レベルが２となったことから、所管の委員会として現状と対応を把握して
おく必要があるため、急遽委員会を開催しました。火山活動の現状については、それに伴う主な措置、大涌
谷園地事業者の一時立ち入り、また今後の対応について詳細に報告を受けました。前回の教訓から、特に行
政、住民、観光事業者等との正確な情報共有が何よりも必要で、安心安全を第一にしながら諸課題に一つず
つ対応していただきたいと感じました。また、５月９日に消防職員が暴行容疑で逮捕されたことを当委員会
としても大変重く受けとめ、事件の経過等を把握する必要があるため、説明を求めました。委員会には、消
防長、消防次長、消防署長等が出席をし、会議冒頭には一連の不祥事について、各委員、また町民に対して
消防長より謝罪が述べられ、その後、逮捕の経緯、逮捕後の対応について報告を受けました。消防当局にお

かれては、各委員からの発言等を町民の声と思い、
また、それらの事柄を重く受けとめ、消防組織の
再構築、教育を改めて図っていただき、住民に誇
れる箱根町消防となるべく反省し、出直していた
だきたい旨を申し添えました。
　また、７月１８日には本庁舎空気調和設備整備工
事の概要について説明を受けるため会議を開催し
ました。この工事は役場本庁舎の空調システムの
更新を行うもので13カ月を要すると見込まれて
います。委員会としても、委員会の任期はありま
すが、進捗状況等を見守っていきたいと思います。
� 委員長　山田　成宣

総務企画観光常任委員会　報 告
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町内施設視察

我が家の自慢 親愛なる家族の一員左から、寒がりや
「ヒーター」、観察好きの「ルック」、不動
の自由人「ドンとカン」。元気に活動中！

次号以降に掲載するペットを募集しています。
50文字以内の紹介文、飼い主の名前、可愛がっている動物の名前と住所、電話番号を明記の上、写真を郵送または
Ｅメールにて議会事務局まで提出ください。（名前と地区を掲載）　web_gikai@town.hakone.kanagawa.jp

なお、写真によっては掲載不可能な場合もありますので、ご了承ください。

広報広聴委員会　　委員長　稲葉親太郎　　副委員長　川口延明
　　　　　　　　　委　員　勝俣公好・勝俣剛一・村野由紀子・折橋尚道

９月定例会の日程（予定）

※８月21日開催の議会運営委員会において決定いたしますので、変更となる場合があります。
　�詳しくは、議会事務局（☎85-9570）までお問い合わせいただくか、町議会ホームページの
議会カレンダーをご覧ください。

～ 皆さまぜひ傍聴にお越し下さい ～

９月17日（火）、18日（水）、20日（金）決算審議

８月28日（水）、９月３日（火）、６日（金）、９日（月）、
10月２日（水）

本 会 議

　去る５月１０日、議会議員による町内視察を国の重要文化
財である富士屋ホテル工事現場、来年開通予定の南足柄市
と箱根町を連絡する県道731号線通称南箱道路並びに今年
度建て替え工事を行う金時公園トイレを視察し、それぞれ
の場所にて質疑応答を行いました。

ゴールデンアロワナ ミシシッピニオイガメカクレクマノミ

温泉地区　細川さん

ト
イ
レ
の
現
状
と
建
設
現
場
を

確
認

南
箱
道
路
入
口
付
近
で
説
明
を

受
け
る

南
箱
道
路
の
入
口


